中小企業の経営革新シリーズ58
引き出しを優しく閉じるソフトクローズの開発
太陽パーツ株式会社
　　　大阪産業経済リサーチセンター　主任研究員　肥山正秀

ものづくりにこだわる商社として創業
太陽パーツ株式会社(以後当社)は昭和55年 1月 に代表取締役社長の城岡陽志氏が、ねじ商社の営業職から独立し、堺市にて創業しました。当社は、社長の商社の形態からいずれは工場を保有するメーカーとなりたいとの思いを発展の力として、現在では開発から生産までこなすあらゆる部品の百貨店として、国内に２工場と関係会社1社及び中国に２工場を持ち、メーカー機能と商社機能を併せ持つ企業となりました。
今では、システムキッチンにビルトインされている女性に優しい昇降棚「スムースダウン」(写真)などの自社商品を保有するまでに発展しています。
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 シンクの上の棚は小柄な女性にとって、いちいち踏み台を使わないと手が届かないものでした。「スムースダウン」は、棚が手の届くところまで降りてくる機構を実現したものです。国内のシステムキッチンに採用され、今ではシェアが70%程度に達しているのではというヒット商品です。この機構の要である流体式ダンパは自社開発し、特許も取得しています。
ソフトクローズの開発
経営革新の承認を得た「ソフトクローズ」の開発による取り組みは、企画会議の場で提案されました。
システムキッチンは、今や日本の台所の必需品として普及していますが、当初は導入のリード役として高級品の導入で市場はスタートし、今や普及価格帯へと市場が拡大してきています。普及価格帯への移行は、高級システムキッチンに付加されていた機能を普及価格に合わせてコストダウンする必要を生じさせてきていました。その機能の一つに引出などの自動引き込み機能があります。
自動引き込み機能とは、引出しを閉めるときに残り数センチのところで手を離すと、そこからは自動でスーと引き込み閉じる装置のことです。高級機には引き込み機能部品が使用されていますが、普及機ではそのような機構は採用されずに、レールの後ろ数センチのところに下り傾斜をつけ、重力で引き込むようになっています。この構造での問題点は、引出しに物が入ると、重さで加速度が増し、ドンと音を立てて閉まることでした。
そこで、「スムースダウン」に使用した流体式ダンパを使用すれば、引き出しを柔らかく受け止め、静かに閉じることができると考えました。しかも、既設のシステムキッチンにも後付ができるものとすることで市場が拡大すると考えました。
餅は餅屋との連携開発
「スムースダウン」に使用した流体式ダンパは、ほとんどを自社開発しました。しかし、今回のソフトクローズで使用するダンパは、より小型化し、低価格化を実現するには、プラスチックを使用するなど、これまでとはことなる技術を必要としました。そこで、樹脂ダンパを手がける上場企業A社との共同開発を実施することにしました。開発はA社にとっても難題だったようで、なかなか満足できるスペックのものはできなかったとのことです。その後、完成したのが「ソフトクローズ」(写真)です。
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「ソフトクローズ」は狙い通りに、先端が引出しの前板を柔らかく受け止め、ドンという衝撃は発生させません。市場への投入は、引出しの大型化への対応やスペック的な改良の課題があるため、これからの展開となっています。
黒子に徹する開発
当社が身につけた開発力は、メーカーとメーカーの間に立って、不可能を可能にする開発によって身につけたもので、金属や樹脂の部品単体から機械装置まで手がける幅広さが当社の強みとなっています。社長によれば、ものづくりの百貨店に徹したことが、自社製品を持つことにつながったとのことです。
昇降棚「スムースダウン」も住設機器メーカーとの取引の中から生まれてきたもので、常に依頼の中から独自技術で自社製品化できるものを追求しています。
そして、自社ブランドには必ずしもこだわらず依頼元の黒子に徹して開発し、ＯＥＭを実施することで、多くの取引先の信頼を得ています。
「大失敗賞」が挑戦する社風と人材を養成　
以前、消費者に売る自社製品を持ちたいと開発に取組んだこともあります。しかし、失敗に終わりましたが、失敗にめげない社風が当社にはあります。
7月14日（木）にNHK総合の番組「セカイでニホンＧＯ！」で、これからの日本経営にはリスクをとることが必要だとして、当社の失敗にめげない経営を取り上げていたのをご覧になった方もいらっしゃるのではないでしょうか。
中小企業では、社員が失敗をした時に厳しくマイナス評価していたのでは、人材は育たないだけでなく退職され、いつまでも人材不足のままです。ならば、人は失敗するものだし、失敗はがんばった結果だから、次のチャンスがあれば同じ轍は踏まないし創意工夫が働くものだ。だから、がんばる意欲を引き出しチャレンジする人材を育成するために「大失敗賞」を設けたそうです。年一回、ホテルの会場で表彰し金一封まで渡しています。
自社製品を持ちたいと頑張って自動車用品で失敗した担当者は「スムースダウン」にチャレンジして大成功をおさめ、初めての中国進出に失敗した担当者は二度目の進出の上海工場で見事に成果を上げたそうです。表彰された社員は、なんとも面映い反省の思いと頑張るぞとの意欲が湧き、周りの社員も頑張りを認め励ます風土となったとのことです。ちなみに、社長自身も無駄な設備投資をしたとして、表彰を受けています。
おわりに
当社は、社長一人で創業し、現在では90人規模に成長してきました。その間、一貫していたのは顧客のニーズに応えながら、顧客が求めるものを超える独自の自社製品開発を探求してきたことです。そして開発したものを、取引先に提供することで顧客満足と信頼をさらに高めてきたことにあります。また、この発展の背景には少ない人材を育てる「大失敗賞」などの人に暖かい社風があります。当社の経営スタイルは、経営発展の参考となるものと思います。
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